
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　新聞を作文の取材・選材の材料、さらには、根拠としてとして使うことは、文章規範を涵養し、客観性のある文章を書く上で、有効であった。生徒は無意識のうちにきちんとした文章を書こうとするようになったのは、大きな成果であるといえる。　ただ、課題が社会的な事象に偏り、身近な生活から自分の考えを見いだしていく生徒が多くなかったのは、中学校1年の国語科の指導としては不十分といわざるを得ない。今後は、生活体験の中から課題を選ばせるために、まず、生活文を書かせておいて、そこから課題を掘り下げ、新聞の調査に入るなど、指導過程の工夫をしてかなければならないと思った。　また、いつでも記事を検索できる状態に新聞の管理を維持していくのは想像以上に難しく、再調査に当たって、生徒に必要以上の時間をかけさせてしまったのは申し訳ないことであった。　今後は、記事の検索をもっと容易にする工夫をしなければならないと思った。　
	TextField2: ○　新聞の東日本大震災の被災地の人たちの記事を読んで、地震や津波だけでなく、その後の避難生活も大変　なんだということがわかった。○　原発問題は、近くの人だけでなく、東京なども放射線の影響を受けることがわかった。○　お店の人が捕まえた万引き犯が、逃げて事故にあい亡くなった。近所の人で、お店の人に「人殺し」とい　う貼り紙や投書をした人がいて、お店が閉店したという記事があった。新聞にはどちらが悪いとははっきり　書いていなかったが、たぶん、いろいろ言う人が悪いと思って書いたのではないか。○　同時テロの話を父から聞いていたが、実際新聞で調べてみると本当にひどい話だった。テロのない、平和な世界を願い、その大切さを伝えたい。○　国語の時間に習った「大人になれなかった弟たちへ…」で、戦争は悲惨だなと思っていたが、新聞を見ると、今でも世界中で戦争が起こっている。戦争は昔の話ではないということがわかった。○　台風15号について、テレビのニュースを見たときは「たいへんだなあ」と思っただけだったが、新聞を調べてみると、避難勧告を出す方も出される方もいろいろな問題があることがわかった。○　新聞で調べるのは大変だった。特に、一度調べた後、もう一度調べ直そうと思ってほかの記事を探そうとしたとき、記事がどこにあるかわからず時間がかかった。○　放火事件について調べようとしたが、学校にある新聞では関係のある記事がなかった。先生にコンピュータを使って調べてもらって出てきたけど、やはり、新聞だけでなく、インターネットも使った方がいいのではないか。　
	TextField2: ①　新聞の記事や日常生活から意見を書こうとする題材を選ぶ。　　　　　　　　（2時間）②　参考作品をもとに、思考や叙述の仕方などを確かめる。　　　　　　　　　　（1時間）③　書こうとする題材について、問題点をとらえ、自分の考えをはっきりさせる。（1時間）④　ワークシートを利用しながら、根拠として必要な資料を準備し、構成を工夫しながら下書きする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２時間）⑤　チェックリストを活用して、題材のとらえ方や資料の用い方、根拠の明確さなどについて相互評価する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1時間）⑥　相互評価を参考にしながら、聖書をする。　　　　　　　　　　　　　　　　（1時間）（留意点）○　指導にあたっては、次の視点を大切にして活動を具体化していく。・　自分の考えや根拠を明確にするために、新聞から関心のある記事を収集・スクラップしながら、自分の意　見をまとめていくようにする。・　身近な取材や調査活動を促すとともに、ワークシートを工夫し、段階的に活用させる。〈ワークシート１〉自分が何を問題としているのか、日常生活の中から課題を決めさせる。　〈ワークシート２〉文章の中心的な部分と付加的な部分を意識し、自分の考えをはっきりさせる。◎　各自が書いた文章を相互評価、相互批正させる活動を取り入れて、読みやすくわかりやすい文章にする。
	TextField2: 「わかりやすく説明しよう」（教科書教材：光村図書）「調べたことを正確に伝えよう」（教科書教材:光村図書）　　　　　　　　　全　８時間
	TextField2: 　生徒が身近なことから課題を求め、新聞記事を参考にしたり、根拠にしたりしながら自分の意見や考えを明確にし、説得力のある文章を書いているか。
	TextField2: 【関心・意欲・態度】◎　新聞記事や日常生活の中から課題を決め、資料を集めながら、自分の考えを書きまとめようとする。◎書いた文章を互いに読み合い、読みやすくわかりやすい文章にしようとする。【書く能力】◎　伝えたい事実や事柄について、自分の考えや思いを根拠を明確にして書くことができる。【言葉についての知識・理解・技能】◎　書いた文章を読み返し、表現や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、読みやすくわかりやすい文章にすることができる。
	TextField2: 根拠を明確にして文章を書こう
	TextField2: 国語　１３３人
	TextField2: 中学校　第1学年
	TextField2: 河島　直樹
	TextField2: 北九州市立　引野中学校
	TextField1: 根拠を明確にして文章を書こう



